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今
後
も
市
場
の
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
イ
ン
ド
。

企
業
が
進
出
す
る
際
に
留
意
す
べ
き
法
的
リ
ス

ク
に
つ
い
て
、
二
回
に
わ
た
っ
て
解
説
す
る
。

は
じ
め
に

　

イ
ン
ド
は
、
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
以
降
世
界
経
済
が
停
滞
す
る
中
で
、
中
国

な
ど
と
並
ん
で
い
ち
早
く
経
済
が
回
復
基
調
に

あ
り
、
高
い
経
済
成
長
率
を
達
成
し
て
い
る
。

二
〇
一
〇
年
八
月
三
一
日
の
イ
ン
ド
政
府
の
発

表
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
ド
の
二
〇
一
〇
年
四
〜
六

月
期
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
成
長
率
は
、

前
年
同
期
比
八
・
八
％
増
で
あ
り
、
こ
れ
は
四

半
期
ベ
ー
ス
で
は
二
〇
〇
八
年
一
〜
三
月
期
以

降
で
最
も
高
い
数
字
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
高
い
成
長
率
は
、
一
一
億
を
超
え
る
人

口
（
特
に
そ
の
中
の
中
流
階
級
）
が
構
成
す
る

巨
大
な
市
場
、
Ｉ
Ｔ
産
業
に
代
表
さ
れ
る
世
界

的
に
高
評
価
を
受
け
る
産
業
の
存
在
、
外
資
の

積
極
的
な
導
入
に
よ
る
技
術
革
新
な
ど
の
要
素

に
支
え
ら
れ
て
お
り
、
多
く
の
専
門
家
に
よ
っ

て
、
イ
ン
ド
経
済
の
高
成
長
は
今
後
も
長
期
に

わ
た
っ
て
継
続
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
成
長
市
場
と
し
て
の
将
来
性
を

見
込
ん
だ
日
本
企
業
に
よ
る
イ
ン
ド
進
出
は
、

特
に
こ
こ
数
年
大
き
な
伸
び
を
示
し
て
い
る
。

財
務
省
の
地
域
別
対
外
直
接
投
資
統
計
（
図
表

１
）
に
よ
れ
ば
、
日
本
か
ら
イ
ン
ド
へ
の
対
外

直
接
投
資
額
は
、
二
〇
〇
五
年
に
は
二
九
八
億

円
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
二
〇
〇
六
年
に
は
五

海 外 進 出 前 の 企 業 実 務 を 総 点 検 ！

インド進出企業の
法務リスク〈上〉

弁護士　琴浦 諒
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九
七
億
円
、二
〇
〇
七
年
に
は
一
七
八
二
億
円
、

二
〇
〇
八
年
に
は
五
四
二
九
億
円
、
二
〇
〇
九

年
に
は
三
四
四
三
億
円
と
、
著
し
い
伸
び
を
示

し
て
い
る
。
同
時
期
の
中
国
へ
の
対
外
直
接
投

資
額
が
、
七
二
六
二
億
円
か
ら
六
四
九
二
億
円

と
微
減
傾
向
に
あ
る
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
近

年
の
日
本
企
業
の
イ
ン
ド
へ
の
傾
倒
ぶ
り
が
ま

す
ま
す
浮
き
彫
り
と
な
る
。

　

二
〇
一
〇
年
九
月
九
日
に
は
、
日
本
と
イ
ン

ド
の
間
で
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
が
実
質

合
意
に
至
っ
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
ま
ま
無
事
、経
済
連
携
協
定
締
結
に
至
れ
ば
、

日
印
間
の
モ
ノ
・
人
・
サ
ー
ビ
ス
の
交
流
は
さ

ら
に
加
速
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
今
後
の
日
本
企
業
に
よ
る
イ
ン
ド
進
出
を
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図表１　地域別対外直接投資統計

出典：財務省ウェブサイト▶http://www.mof.go.jp/bpoffice/bpdata/fdi/d2bop.csv

さ
ら
に
促
進
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

他
方
、
こ
の
よ
う
に
日
本
企
業
に
よ
る
イ
ン

ド
進
出
が
加
速
度
的
に
増
加
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
現
状
で
は
イ
ン
ド
の
法
制
度
、
規

制
、
法
律
実
務
が
十
分
に
日
本
企
業
に
周
知
さ

れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
イ
ン
ド
の
法
制
度

を
十
分
に
把
握
し
な
い
ま
ま
に
、
イ
ン
ド
企
業

と
の
取
引
を
行
っ
た
り
、
イ
ン
ド
現
地
に
事
業

拠
点
を
設
立
す
る
こ
と
は
、
日
本
企
業
に
大
き

な
法
的
リ
ス
ク
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
イ
ン
ド
に
進
出
す
る

日
本
企
業
が
把
握
し
て
お
く
べ
き
基
本
的
な
法

制
度
、
規
制
お
よ
び
法
律
実
務
に
つ
い
て
、
基

本
的
概
念
を
解
説
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
ド
企

業
と
取
引
を
行
う
場
合
の
留
意
点
、
お
よ
び
イ

ン
ド
に
事
業
拠
点
を
設
立
、
運
営
す
る
場
合
の

留
意
点
を
述
べ
る
。

基
本
的
概
念

（
１
）
イ
ン
ド
の
法
体
系

　

イ
ン
ド
は
、
一
九
四
七
年
の
独
立
に
至
る
ま

で
の
長
期
に
わ
た
る
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
植
民
地

支
配
を
経
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
統
治
制
度
、
法
体

系
を
多
く
導
入
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
コ
モ
ン

ロ
ー
（com

m
on law

）
の
法
体
系
を
採
用
し

て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
重
要
な
法
令
は
基
本
的
に
す
べ

て
成
文
で
規
定
さ
れ
て
お
り
、判
例
や
慣
習
は
、

法
令
の
解
釈
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
い

わ
ゆ
る
大
陸
法
の
法
体
系
を
採
用
す
る
日
本
に

お
い
て
も
、
法
解
釈
に
あ
た
っ
て
判
例
、
慣
習

が
重
視
さ
れ
る
こ
と
は
同
様
で
あ
る
た
め
、
イ

ン
ド
の
法
体
系
は
、
実
質
的
に
は
日
本
の
も
の

と
大
差
は
な
い
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
連
邦
制

　

イ
ン
ド
は
二
八
の
州
お
よ
び
七
の
連
邦
直
轄

領
か
ら
成
る
連
邦
制
国
家
で
あ
り
、
法
律
に
は

連
邦
法
と
州
法
と
が
あ
る
。

　

イ
ン
ド
憲
法
（Constitution of India

）
246

条
は
、
そ
の
別
紙
７
に
お
い
て
、
法
令
分
野
を

連
邦
政
府
リ
ス
ト
、
州
リ
ス
ト
、
連
邦
政
府
お

よ
び
州
リ
ス
ト
の
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
連

邦
政
府
リ
ス
ト
に
列
挙
さ
れ
た
法
令
分
野
に
つ

い
て
は
国
会
が
、
州
リ
ス
ト
に
列
挙
さ
れ
た
法

令
分
野
に
つ
い
て
は
州
議
会
が
、
連
邦
政
府
お

よ
び
州
リ
ス
ト
に
列
挙
さ
れ
た
法
令
分
野
に
つ

い
て
は
、
国
会
お
よ
び
州
議
会
の
双
方
が
立
法

権
を
有
す
る
。

　

主
要
な
法
令
分
野
に
つ
い
て
は
連
邦
政
府
リ

ス
ト
に
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
外
資
規
制

関
連
法
令
や
会
社
法
な
ど
は
連
邦
政
府
リ
ス
ト

に
属
す
る
。
も
っ
と
も
、
一
定
の
業
種
や
商
取

引
に
係
る
規
制
や
地
方
税
制
に
つ
い
て
は
州
が

立
法
権
を
有
し
て
い
る
た
め
、
イ
ン
ド
に
進
出

し
て
現
地
で
事
業
活
動
を
行
う
場
合
、
当
該
事

業
拠
点
の
あ
る
州
の
州
法
に
つ
い
て
も
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
。

（単位：億円）

年 対印直接投資額 対中直接投資額

2005 298 7,262

2006 597 7,172

2007 1,782 7,305

2008 5,429 6,700

2009 3,443 6,492
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（
３
）
言
語

　

イ
ン
ド
政
府
は
英
語
を
公
用
語
の
一
つ
と
し

て
指
定
し
て
お
り
、
法
令
の
言
語
、
お
よ
び
イ

ン
ド
国
内
に
お
い
て
許
認
可
申
請
な
ど
の
諸
手

続
を
行
う
際
の
言
語
は
英
語
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
言
語
と
し
て
も
、
も

っ
ぱ
ら
英
語
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ

て
イ
ン
ド
企
業
と
の
間
で
交
渉
を
行
っ
た
り
、

契
約
を
締
結
す
る
場
合
の
言
語
は
、
通
常
英
語

と
な
る
。

一
般
的
な
留
意
点

（
１
）
法
整
備
状
況

　

イ
ン
ド
に
は
、
歴
史
的
に
イ
ギ
リ
ス
の
法
令

が
多
く
輸
入
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
他
の
ア
ジ

ア
の
多
く
の
発
展
途
上
国
と
異
な
り
、
法
整
備

状
況
は
良
い
。
日
本
を
含
む
先
進
国
に
見
ら
れ

る
ほ
と
ん
ど
の
法
令
は
イ
ン
ド
に
も
あ
り
、
ま

た
判
例
の
集
積
も
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

例
え
ば
か
つ
て
の
中
国
の
よ
う
に
法
の
未
整
備

に
よ
り
問
題
が
生
じ
る
と
い
う
事
態
は
、
イ
ン

ド
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。

　

ま
た
、
法
令
の
淵え

ん

源げ
ん

が
イ
ギ
リ
ス
法
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
法
令
の
内
容
自
体
が
不
合
理
で
あ

る
な
ど
の
問
題
も
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
そ
の

た
め
、
イ
ン
ド
人
ま
た
は
イ
ン
ド
企
業
と
の
取

引
の
際
に
、
準
拠
法
を
イ
ン
ド
法
と
し
た
と
し

て
も
、
通
常
、
そ
の
こ
と
自
体
に
よ
っ
て
日
本

企
業
に
大
き
な
不
利
益
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と

は
な
い
。

　

も
っ
と
も
、
イ
ン
ド
の
法
令
の
中
に
は
、
植

民
地
時
代
の
法
令
を
、
改
正
を
重
ね
て
現
在
で

も
使
用
し
て
い
る
も
の
な
ど
も
あ
り
、
現
在
の

社
会
の
実
情
に
合
っ
て
お
ら
ず
、
使
い
勝
手
が

悪
い
も
の
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

（
２
）
イ
ン
ド
人
の
法
的
マ
イ
ン
ド

　

前
述
の
と
お
り
、
イ
ン
ド
の
法
体
系
は
イ
ギ

リ
ス
の
制
度
を
導
入
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
法

制
度
の
外
形
だ
け
で
な
く
、
法
律
や
契
約
に
対

す
る
考
え
方
の
内
面
に
お
い
て
も
、
イ
ン
ド
は

イ
ギ
リ
ス
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
契
約
に
つ
い
て
、
イ
ン
ド
は
英
米

式
の
契
約
社
会
で
あ
り
、
す
べ
て
の
ビ
ジ
ネ
ス

は
契
約
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、
契
約
に
は
履
行

さ
れ
る
べ
き
事
項
や
契
約
不
履
行
の
場
合
の
対

応
な
ど
が
詳
細
に
規
定
さ
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
や

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
の
と
同
様
、
イ
ン
ド
に
お

い
て
は
、契
約
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
事
項
は
、

基
本
的
に
契
約
内
容
の
範
囲
外
と
み
な
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
イ
ン
ド
企
業
と
契
約
を
締
結
す
る

際
は
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
の
企
業
と
契
約

を
締
結
す
る
の
と
同
じ
心
構
え
で
臨
む
必
要
が

あ
る
。

　

ま
た
、
前
述
の
英
米
法
的
な
考
え
方
か
ら
、

イ
ン
ド
人
は
日
本
人
と
比
べ
て
訴
訟
に
対
す
る

抵
抗
感
が
低
く
、
日
本
人
の
感
覚
か
ら
す
る
と

訴
訟
を
起
こ
す
ま
で
も
な
い
よ
う
な
事
件
に
つ

い
て
も
訴
訟
を
提
起
し
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。

後
述
の
と
お
り
、
現
在
の
イ
ン
ド
で
は
訴
訟
に

非
常
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
日
本
企
業
に
と

っ
て
は
、
イ
ン
ド
人
の
「
訴
訟
好
き
」
な
国
民

性
も
、
イ
ン
ド
企
業
と
取
引
等
を
行
う
上
で
の

法
的
リ
ス
ク
と
な
り
う
る
。

（
３
）
司
法
制
度

　

イ
ン
ド
の
司
法
制
度
は
イ
ギ
リ
ス
に
範
を
と

っ
た
公
正
な
も
の
で
あ
り
、
特
に
高
等
裁
判
所

（H
igh Court

）
以
上
の
裁
判
所
で
は
、
外
国

企
業
に
対
し
て
も
公
平
な
裁
判
が
期
待
で
き
る

（
一
方
、地
方
裁
判
所〈D

istrict Court

〉で
は
、

外
国
企
業
に
対
し
て
バ
イ
ア
ス
の
あ
る
判
断
が

な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
構
造
的
な
問
題
と
し
て
、

イ
ン
ド
の
裁
判
は
、
訴
訟
件
数
の
多
さ
と
裁
判

官
の
不
足
か
ら
未
済
滞
留
案
件
が
多
数
に
上
っ
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て
お
り
、
解
決
ま
で
に
極
め
て
時
間
の
か
か
る

制
度
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
審
だ
け
で
も
結
審

ま
で
の
期
間
は
五
年
を
超
え
る
こ
と
が
多
く
、

ま
た
、さ
ら
に
控
訴
・
上
告
が
な
さ
れ
た
場
合
、

裁
判
期
間
が
二
〇
年
以
上
に
及
ん
で
し
ま
う
こ

と
も
珍
し
く
な
い
。
こ
れ
だ
け
裁
判
に
時
間
が

か
か
っ
て
し
ま
う
と
、
結
果
と
し
て
勝
訴
し
た

と
し
て
も
、
訴
訟
に
か
か
る
弁
護
士
費
用
等
の

金
銭
コ
ス
ト
や
、
担
当
者
対
応
等
の
人
的
コ
ス

ト
に
よ
り
、
大
き
な
損
害
を
被
る
お
そ
れ
も
あ

る
。

　

そ
の
た
め
、
イ
ン
ド
企
業
と
の
取
引
に
お
い

て
紛
争
解
決
方
法
を
定
め
る
場
合
、
可
能
な
限

り
イ
ン
ド
で
の
裁
判
以
外
の
方
法
を
選
択
す
べ

き
で
あ
る
。

イ
ン
ド
企
業
と
取
引
を

行
う
場
合
の
留
意
点

　

イ
ン
ド
企
業
と
売
買
等
の
取
引
を
行
う
場
合
、

あ
る
い
は
イ
ン
ド
企
業
と
代
理
店
契
約
を
締
結

す
る
場
合
、
前
述
の
と
お
り
、
イ
ン
ド
は
英
米

式
の
契
約
社
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
必
要
な
事

項
は
す
べ
て
契
約
に
規
定
す
べ
き
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、相
手
方
に
履
行
し
て
ほ
し
い
事
項
や
、

解
除
等
の
契
約
終
了
の
条
件
は
す
べ
て
契
約
に

明
示
的
に
記
載
す
べ
き
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ

て
別
紙
を
添
付
す
る
な
ど
し
て
、
契
約
内
容
の

明
確
化
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

英
米
式
の
契
約
方
式
か
ら
、
イ
ン
ド
企
業
と
の

契
約
書
は
、
事
案
に
よ
っ
て
は
一
〇
〇
頁
を
超

え
る
大
部
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　

日
本
企
業
が
、
自
社
が
日
本
で
使
用
し
て
い

る
契
約
の
雛ひ

な

形
を
英
訳
し
た
、
数
ペ
ー
ジ
の
簡

単
な
契
約
書
だ
け
で
、
イ
ン
ド
人
や
イ
ン
ド
企

業
と
契
約
し
て
い
る
事
例
も
少
な
か
ら
ず
見
受

け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
極
め
て
法
的
リ
ス
ク

の
高
い
行
為
で
あ
る
。
イ
ン
ド
企
業
と
契
約
す

る
場
合
に
、
日
本
企
業
同
士
の
場
合
の
よ
う
に

「
契
約
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
事
項
に
つ
い
て

は
後
日
話
し
合
っ
て
定
め
る
」
等
の
曖あ

い

昧ま
い

な
規

定
で
対
応
し
よ
う
と
す
る
こ
と
も
、
極
め
て
法

的
リ
ス
ク
の
高
い
行
為
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に

認
識
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
日
本
企
業
と
イ
ン
ド
企
業
と
の
取
引

に
お
い
て
は
、
契
約
上
、
準
拠
法
お
よ
び
紛
争

解
決
方
法
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
前
述
の

と
お
り
、
準
拠
法
に
つ
い
て
は
イ
ン
ド
法
で
も

大
き
な
問
題
は
生
じ
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、

紛
争
解
決
方
法
に
つ
い
て
は
イ
ン
ド
で
の
裁
判

と
定
め
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。

　

他
方
、
日
本
と
イ
ン
ド
と
は
、
こ
れ
ま
で
判

決
の
相
互
承
認
を
行
っ
て
い
な
い
た
め
、
日
本

の
裁
判
所
で
の
裁
判
を
紛
争
解
決
方
法
と
定
め

る
こ
と
に
も
リ
ス
ク
が
伴
う
。
た
と
え
日
本
の

裁
判
で
イ
ン
ド
企
業
相
手
に
勝
訴
判
決
を
得
た

と
し
て
も
、
イ
ン
ド
国
内
で
の
執
行
が
認
め
ら

れ
な
い
可
能
性
が
高
い
た
め
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
紛
争
解
決
方
法
と
し
て
は
、

比
較
的
迅
速
な
解
決
が
期
待
で
き
る
日
本
ま
た

は
第
三
国
で
の
仲
裁
を
選
択
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
イ
ン
ド
企
業
と
日
本
企
業
の
間
の
契
約

に
お
け
る
紛
争
解
決
方
法
を
第
三
国
で
の
仲
裁

と
定
め
る
場
合
、
仲
裁
地
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が

選
択
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
（
注
）。

イ
ン
ド
に
事
業
拠
点
を

設
立
・
運
営
す
る
場
合
の

留
意
点

（
１
）
外
資
規
制

　

日
本
企
業
が
イ
ン
ド
に
事
業
拠
点
を
設
立
す

る
場
合
、
イ
ン
ド
の
外
資
規
制
に
従
う
必
要
が

あ
る
。

　

外
国
会
社
が
イ
ン
ド
に
設
立
で
き
る
事
業
拠

点
に
は
、
支
店
（Branch

）、
駐
在
員
事
務
所

（注）�シンガポールはインドと同じく英米法の法体系の国であ
ること、公用語が英語であること、シンガポールの仲裁セ
ンターが国際取引の仲裁の経験を多数有していること、地
理的に日本とインドの中間地点にあり、両当事者にとって
公平な仲裁地であることなどが、その理由である。
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（Liaison O
ffi

ce

）、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
オ
フ
ィ
ス

（Project O
ffi

ce

）
と
い
っ
た
、
外
国
会
社
の

一
部
と
し
て
の
事
業
拠
点
（
以
下
「
支
店
等
」

と
い
う
）
と
、
外
国
会
社
の
子
会
社
と
し
て
の

現
地
法
人
（
合
弁
会
社
）
が
あ
る
。

　

イ
ン
ド
に
お
け
る
外
資
規
制
の
基
本
法
は
、

一
九
九
九
年
外
国
為
替
管
理
法
（Foreign Ex-

change M
anagem

ent A
ct, 1999

〈
Ｆ
Ｅ
Ｍ

Ａ
〉）
で
あ
り
、
す
べ
て
の
事
業
拠
点
は
、
同
法

お
よ
び
同
法
の
施
行
規
則
、
通
達
等
に
従
っ
て

設
立
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
外
国
会
社
の
業
種

に
よ
っ
て
は
、
支
店
等
の
設
立
が
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
り
、
ま
た
現
地
法
人
に
つ
い
て
も
出
資

が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
イ
ン
ド
に

事
業
拠
点
を
設
立
す
る
場
合
、
ま
ず
は
イ
ン
ド

で
営
も
う
と
す
る
事
業
が
イ
ン
ド
の
外
資
規
制

に
抵
触
し
な
い
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

イ
ン
ド
に
現
地
法
人
や
合
弁
会
社
を
設
立
す

る
場
合
、
当
該
設
立
行
為
は
、
イ
ン
ド
法
上
外

国
直
接
投
資（Foreign D

irect Investm
ent

）

と
し
て
扱
わ
れ
る
。
現
在
の
イ
ン
ド
の
外
資
規

制
上
、
外
国
直
接
投
資
に
つ
い
て
は
、
明
示
的

に
投
資
禁
止
、
制
限
が
規
定
さ
れ
て
い
る
業
種

以
外
は
、す
べ
て
「
自
動
承
認
（autom

atic rou-
te

）」
で
の
直
接
投
資
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
自

動
承
認
と
は
、
イ
ン
ド
準
備
銀
行
（
Ｒ
Ｂ
Ｉ
）

に
対
す
る
事
後
報
告
の
み
で
、
イ
ン
ド
に
対
す

る
直
接
投
資
が
認
め
ら
れ
る
投
資
形
態
を
い
う
。

し
た
が
っ
て
、
現
在
の
イ
ン
ド
で
は
、
明
示
的

に
投
資
禁
止
、
制
限
が
規
定
さ
れ
て
い
る
業
種

以
外
は
、
す
べ
て
事
後
報
告
の
み
で
外
国
直
接

投
資
が
で
き
る
（
す
な
わ
ち
、
現
地
法
人
や
合

弁
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
外
国
直
接
投
資
に
つ
い
て
は

比
較
的
規
制
が
緩
い
と
言
え
る
反
面
、
現
在
の

イ
ン
ド
の
制
度
上
、
外
資
に
対
す
る
優
遇
措
置

は
な
い
。
そ
の
た
め
、
イ
ン
ド
に
事
業
拠
点
を

設
立
す
る
に
あ
た
っ
て
、
中
国
な
ど
の
ア
ジ
ア

諸
国
で
外
資
に
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
優
遇

措
置
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
２
）
事
業
拠
点
の
運
営

　

支
店
等
に
つ
い
て
は
、
法
令
上
の
規
制
に
従

っ
て
い
る
限
り
、
そ
れ
ほ
ど
運
営
に
問
題
が
生

じ
る
こ
と
は
な
い
が
、
現
地
法
人
や
合
弁
会
社

に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ド
の
会
社
法
で
あ
る
一
九

五
六
年
会
社
法
（Com

panies A
ct, 1956

）
に

従
っ
て
、
株
主
総
会
や
取
締
役
会
を
開
催
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

特
に
合
弁
会
社
の
場
合
、
イ
ン
ド
側
合
弁
パ

ー
ト
ナ
ー
が
存
在
す
る
た
め
、
株
式
保
有
割
合

に
応
じ
て
ど
の
よ
う
な
権
利
が
認
め
ら
れ
る
の

か
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
。

例
え
ば
、
イ
ン
ド
会
社
法
上
、
株
主
総
会
特
別

決
議
の
成
立
要
件
は
七
五
％
以
上
の
賛
成
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
日
本
法
上
の
特
別
決
議
の
成
立

要
件
（
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
）
と
は
異
な
る
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
法
上
の
特
別
決
議

の
成
立
要
件
を
前
提
と
し
て
、
出
資
比
率
を
日

本
企
業
六
七
％
、
イ
ン
ド
企
業
三
三
％
と
し
て

提
案
し
た
日
本
企
業
の
事
例
も
あ
る
。そ
の
他
、

日
本
企
業
側
が
イ
ン
ド
会
社
法
に
通
じ
て
い
な

い
こ
と
を
原
因
と
し
て
、
現
地
法
人
が
知
ら
ず

知
ら
ず
の
間
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
を
犯

し
て
い
る
例
や
、
合
弁
会
社
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
が
イ
ン
ド
企
業
に
握
ら
れ
て
い
る
例
な
ど
も

見
受
け
ら
れ
る
た
め
、
イ
ン
ド
で
会
社
運
営
を

行
う
場
合
、
最
低
限
の
イ
ン
ド
会
社
法
の
知
識

は
身
に
つ
け
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
３
）
労
務
管
理

　

イ
ン
ド
に
事
業
拠
点
を
設
立
、
運
営
す
る
場

合
、
通
常
現
地
の
イ
ン
ド
人
ス
タ
ッ
フ
を
雇
用

す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
労
務
管
理
も
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　

イ
ン
ド
労
働
法
の
最
大
の
特
色
の
一
つ
が
、

被
雇
用
者
を
、
ワ
ー
ク
マ
ン
（w

orkm
an

）
と
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ノ
ン
ワ
ー
ク
マ
ン
（non-w

orkm
an

）
の
二
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
区
別
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る

（
図
表
２
）。
ワ
ー
ク
マ
ン
は
、
比
較
的
安
い
給

料
で
単
純
な
業
務
を
行
う
被
雇
用
者
を
い
い
、

ノ
ン
ワ
ー
ク
マ
ン
は
、
比
較
的
高
額
の
給
料
で

管
理
・
監
督
的
な
業
務
を
行
う
非
雇
用
者
を
い

う
。

　

ワ
ー
ク
マ
ン
は
、
使
用
者
（
会
社
）
に
比
し

て
弱
い
立
場
に
あ
る
者
と
し
て
、
法
令
に
よ
る

手
厚
い
保
護
を
受
け
る
。
他
方
、
ノ
ン
ワ
ー
ク

マ
ン
は
、
使
用
者
と
対
等
の
当
事
者
関
係
に
近

い
者
と
し
て
、
法
令
に
よ
る
保
護
は
限
定
的
で

あ
る
。

　

イ
ン
ド
に
進
出
し
た
日
本
企
業
の
多
く
が
抱

え
る
労
務
問
題
の
一
つ
に
、
ワ
ー
ク
マ
ン
の
解

雇
に
関
わ
る
紛
争
が
挙
げ
ら
れ
る
。
イ
ン
ド
法

上
、ワ
ー
ク
マ
ン
と
の
労
働
紛
争
に
つ
い
て
は
、

レ
イ
バ
ー
・
コ
ー
ト
（Labour Court

）
と
呼

ば
れ
る
準
司
法
機
関
に
専
属
管
轄
が
与
え
ら
れ

て
い
る
が
、審
理
に
非
常
に
時
間
が
か
か
る
上
、

会
社
に
不
利
な
判
決
が
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

そ
の
た
め
、特
に
ワ
ー
ク
マ
ン
に
つ
い
て
は
、

解
雇
で
は
な
く
自
主
退
職
を
促
す
な
ど
、
労
働

紛
争
に
な
ら
な
い
た
め
の
予
防
的
な
対
応
を
と

る
こ
と
が
、
労
務
管
理
の
一
つ
と
し
て
必
要
と

な
る
。

　

次
号
で
は
、
事
例
等
も
紹
介
し
な
が
ら
、
事

業
拠
点
の
運
営
上
の
留
意
点
を
中
心
に
さ
ら
に

検
討
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。	

図表２　ワークマンとノンワークマンの主な相違

ワークマン（workman） ノンワークマン（non-workman）
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